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先週のひなまつり例会に多数のご出席ありがとうございました。
おいしいお料理をいただきながら盛り上がり、楽しいひとときを
過ごしました。岩山さんから素晴らしい桜をいただき、ひなま
つりに花を添えていただきましてありがとうございました。ちょう
どクエンさんの卒業式で、卒業祝いも兼ねさせていただきました。

先週のひなまつり会に多くのご参加をいただきましてありがとう
ございました。

①4月のプログラムが承認されました。
②4月 7日 ( 土 ) に四季彩一力で開催される創立記念例会に台
　湾から17名が参加される予定です。
③4月21日(土 )の郡山西ＲＣとの合同例会の案内への返信を
　お願いします。
④先日の会長幹事会で、中央分区で進めている「一本の水路」
　のアニメ化について、一会員2,500円に決定しました。
⑤残念ですが北見賢一さんの退会が承認されました。
⑥地区職業奉仕セミナーに今年度と次年度の委員長の出席よろ
　しくお願いします。

会長挨拶 佐藤 功一 会長

総　　　員　35名

出　席　率　42.86％

前回修正率　100％

出席報告 宗形千鶴 委員長

ゲスト紹介 向山良作 委員長

    岩山慎一　　 宗形千鶴　　 石堂勝壽　　 飯原由香
　小林悦子　　 佐藤洋子

　 佐藤　功一▶岡部文吾様の卓話よろしくお願いいたします。
　 鈴木かおる▶岡部文吾様の卓話ありがとうございます。
　 蔭山　寿一▶岩山さん、先週はステキなお花をありがとうご
　　　　　　　 ざいました。

スマイルＢＯＸ報告 佐藤洋子 委員長

▶開会点鐘　▶国歌斉唱　▶ロータリーソング「奉仕の理想」　
▶ロータリーの目的・四つのテスト唱和　小林悦子さん
▶ゲスト　岡部文吾様（福島外国人実習生・留学生支援ネットワーク）

プログラム／ゲスト卓話

私が帰国してすぐの頃に、情報番組でベトナム料理店が陣屋に
あることを知り、お店に行きましたところ、同じカトリック教会に
行っている彼のお店と分かり、それから親交を深めております。
私は 26 年間を海外で外国人として過ごしましたが、彼はドラマ
ティックに過ごされた経験から、困っている同胞を助けたいと活
動しています。

今日はお招きいただきありがとうござ
います。私はベトナムのホーチミンで
生まれました。5 才の時に亡命し、マ

レーシアの難民キャンプで 3 年間過ごし、8 才の時に日本に来
ました。東京に 15 年間住み、郡山には 13 年前に来ました。結
婚した相手が郡山出身だったからです。2016 年に郡山駅前の
陣屋にベトナム料理店をオープンしましたが、いろいろありまし
て昨年10月に閉店しました。
福島県内にもベトナムから技能実習生として働きに来ている人
達がいます。何か協力できることはないかと思い、ボランティア
で始めた日本語教室の生徒たちから、上司から殴られたとか、
賃金や残業代を支払ってもらえないとか、セクハラを受けたなど
の相談を受け、考えさせられることがたくさんありました。
日本の外国人技能実習制度は、アメリカやヨーロッパ各国では
奴隷制度と同様の人身売買と非難されています。
建前は日本の技術を学んでもらって、母国に帰って貢献してくだ
さいということですが、実際は安易な安い労働者としてアジアの
14か国から受け入れています。
状況を知らずに日本に来て、どこに相談してよいのか分からない
人たちがたくさんいます。もし警察や入管や労働組合や弁護士
などに相談しても、そのことが会社に知られると、家を追い出さ
れてしまいます。住むところがなければ働くことも食べることもで
きなくなります。仕方なく不法就労して犯罪に巻き込まれる子も

理事会報告・幹事報告 鈴木かおる 幹事

ひなまつり例会報告 渡邊万里子 親睦活動委員長

出席
15名欠席

20名

福島外国人実習生・留学生支援ネットワーク
岡部 文吾 様（本名：ファム ニャット ブン）

「現代の奴隷制度から
　外国人労働者の人格を守る」
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▶閉会点鐘

ロータリー財団寄付者
■佐藤功一

ポリオ寄付者

■蔭山寿一　

米山記念奨学会寄付者

■鈴木かおる　■蔭山寿一　■白岩邦俊　■佐藤功一
■佐藤洋子　■津野順子　■宗形千鶴

少なくありません。そのような子を守るためにシェルターが必要
だと思い、昨年末に支援施設を設立しました。郡山教会で会っ
た協力者から一軒家を紹介されましたが、東日本大震災の被害
を受けたままの家で、いろいろな問題がありました。クラウドファ
ンディングで支援を呼びかけたところ、83 名の支援者のお陰で
なんとか開設でき、現在9名を保護しています。
保護した子たちから、いろいろな相談がありました。未払い賃
金の要求をしたら路上に置き去りにされたとか、けがをしても治
療を受けさせてもらえないとか、給料未払い、暴力、長時間労働、
休日がない、時給が 300～400円程度で休日出勤は 250円程度
などです。最近保護した女性は、縫製会社で毎日 14～15 時間
働かされ、残業代は1時間分しか払ってもらえず、休みは月に1
日だけ、来日して 2 年になるが、まだ日本料理を口にしたことが
ないと言っていました。
実習生が仕事中にケガをしたのに会社は労災を認めず、裁判で
争っている最中です。愛媛県から逃げてきた子は朝 8 時半から
夜中の 3 時まで仕事をさせられ、休日は週 1日で手取りは 8 万
円でした。劣悪な環境で 2 年間生活させられた女性が、体調を
崩して入管に助けを求めましたが、長時間労働の証拠がないと
言われました。入管に相談したことが会社に知られたために失
踪し、東京で僕と知り合いました。7ヵ月かけて裁判をして、な
んとか示談金を取ることができ、国に帰ることができました。
僕は日本に来て 28 年になりますが、同胞が日本に働きに来て
いる状況を知らずにいました。昨年 12 月にベトナムに 20 年ぶ
りに行き、保護している実習生の生まれた環境や家族を訪問して、
少し理解することができました。ベトナムの農村部には仕事はあ
りません。あったとしても2～3 万円です。だから日本に来て働く
わけですが、そのためには 100～150 万円ほどのすごいお金が
かかります。借金して日本に来るわけです。最大 5 年間まで働
けますが、その間はほかの会社に移ることはできません。上司
に逆らうと「帰国させるぞ」と言われます。帰国すれば借金しか
残らないので、暴力を受けてもおびえるだけです。
日本には外国人技能実習生が 25 万人ほどおり、福島県は 3 千
人を超えています。そのうちベトナム人は 1,300 人ほどです。全
国のベトナム人実習生から相談が毎日のようにあります。外国人
による犯罪が報道されていますが、追い込まれたために犯罪を
してしまうことなど、誰も考えたことがないと思います。彼らは悪

プログラム／ゲスト卓話

いことをしようと思って日本に来たわけではありません。
厚生労働省の調査によると、外国人技能実習生を受け入れる企
業の 7 割で違反があります。長時間労働、残業代未払い、暴力、
セクハラなどです。追い込まれて逃げたとしても、正規の滞在者
ではなくなりますから、足元を見られて安い賃金で働くことにな
ります。そのために犯罪をしてしまう子も出ていると思います。
外国人技能実習制度が日本で始まってからすでに 25 年が経ち
ますが、外国人を守るところはありませんでした。
3 年前に中国国籍の方がシェルターを立ち上げ、中国人の受け
入れを始め、年間 160 名を保護しています。僕が開設して 2ヶ
月ですが、9 人を保護しています。来週 6 人が増えるかもしれま
せんので、すでに満杯状態です。資金は誰も助けてはくれません。
国も自治体も、ＮＰＯや支援団体からも 1 円ももらっていません。
9名の生活費は全て僕が出しています。月30万円ほどの出費です。
保護している24 才の男性は、ショベルカーなどの重機の運転の
仕事のために来日したのですが、実際の仕事は除染作業でした。
これが問題とされて、ちょうどこの時間に東京で記者会見をして
います。夕方にベトナム大使館で今後の対策について話し合い
ます。技能実習生はできる仕事とできない仕事が決められてい
ます。ベトナムには原発はありませんから、除染作業はなんの
技術にもなりません。
僕自身、幼い時からいろいろなことがありました。言葉が分から
ず不安でした。いじめにも遭いました。日本に暮らす同胞に、
同じ経験をして欲しくないという思いで活動をしています。
今日は話を聞いていただいてありがとうございます。
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